
次
世
代
に

ツ
ケ
を
残
す
な！
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岩
本
ゆ
う
す
け
の

議
員
と
し
て
の
４
年
間

今
号
で
は
、こ
の
4
年
間
の
岩
本
の
活
動
か
ら
、

と
く
に
重
点
を
お
き
推
進
し
て
き
た

政
策・活
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

一
歩
�
前
進
へ！

財
政
再
建

教
育
改
革

総
合
的
な
学
習
と

道
徳
教
育
の
充
実

広
報
で
は
、黒
字
財
政
を
謳
っ
て
い

ま
す
が
、そ
も
そ
も
自
治
体
会
計
の

仕
組
み
で
は
、借
金（
市
債
発
行
）も

歳
入
に
入
る
計
算
を
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
借
金
を
す
る
ほ
ど
、黒
字
が

大
き
く
な
る
。家
計
で

考
え
れ
ば
、あ
り
え
な
い

話
で
あ
り
、収
入
の
範
囲

内
で
や
り
く
り
す
る
仕

組
み
へ
転
換
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
力・学
習
状
況
調
査
で
は
、枚
方
市

は
大
阪
府
内
で
も
重

点
地
域
に
選
ば
れ
る

な
ど
厳
し
い
結
果
で

す
。子
供
た
ち
一
人
一

人
に
主
体
的
に
学
び
取
る

姿
勢
を
身
に
つ
け
さ
せ
、基

礎
学
力
を
向
上
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

規
範
意
識
を
高
め
、生
き
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
、

家
庭・地
域・学
校
が
連
携
し
総

合
的
な
学
習
の
時
間
、ま
た
道

徳
教
育
の
充
実
が
必
要
で
す
。

保
育
需
要
が
増
加
す
る
中
、希
望
の

保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
方
を
含
め

た〝
待
機
児
童
〞の
解
消
を
図
り
、ま

た
同
時
に
保
育
の
質
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
支
援
が

必
要
な
方
を
支

え
、段
階
を
経
て

自
立
に
つ
な
げ
て

い
く
。生
活
保
護

の
運
用
適
正
化
を
図
り
、就
労

支
援
に
も
注
力
が
必
要
で
す
。

昇
任
試
験
の
受
験
率
が

こ
こ
数
年
で
半
分
以
下

に
低
下
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
意
欲
を
さ
ら

に
高
め
、仕
事
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
人
事
制
度
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

市
役
所
改
革

自
立
支
援

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応

機
構
改
革・人
事（
昇
任
）制
度
の
改
革

４年間、行財政改革の先兵たらんと、税金の使い方をただしてきました。そして
行財政改革で生み出したお金により、教育改革をはじめとした未来への投資、
浸水対策等の安心・安全のまちづくりを行うべきと提案してきました。

重点項目

岩本の考え岩本の考え

岩本の考え岩本の考え 基
礎
学
力
の
向
上

これから取り組むべきこと

□市債発行の抑制□民間活力の更なる導入
□優先順位を見極めて事業の縮小・廃止

岩本の考え岩本の考え

これから取り組むべきこと

□ユニバーサルデザインの
　授業環境の整備
□タブレット等ＩＣＴ機器の
　更なる活用
□予習を重視した
　反転授業の試行

これから取り組むべきこと

□世界から称賛される
　日本人・偉人伝の授業
□「私たちの道徳」の地域・
　家庭と連携しての活用
□キャリア教育の重点化
　“何のために学ぶのか”

これから取り組むべきこと

□小規模保育施設の活用
□きょうだい入所の解消
　（※兄弟別々の保育園に入所の状態）

□病児保育の拡充
□保育園への看護師
　配置の支援・補助
□駅近や余裕教室・
　施設の活用に
　よる保育所設置

これから取り組むべきこと

□市による無料職業紹介
□生活習慣の改善支援
□家計の設計支援

市
民
が
健
康
上

の
問
題
な
く
暮
ら

せ
る
よ
う
、健
康

寿
命
の
延
伸
策

（
健
康
増
進
の
取

り
組
み
）が
重
要
で
す
。

岩本の考え

これから取り組むべきこと

□介護予防のまちづくり
□予防医療の取り組み強化
□検診率向上※

これから取り組むべきこと

□給与逆転現象の解消
□メリハリのある給与体系
□評価制度の給与反映
□複線型人事制度の構築

留守家庭児童会（学童保育）の
時間が変わります

平成27年4月より、留守家庭児童会の３期休業時（夏・冬・春休
み）の開室時間が午前8時30分から8時に変更になります。

出勤時間を考えると、不便だった開室時間が
30分間早まることで、利用者にとっては利便
性が大きく向上します。今後も、保護者の様々
な勤務日・勤務時間の実態に合わせ、土曜日開
室や更なる時間の拡大を図るべきです。

市政ニュース 

岩本の考え

未
来
に
責
任

すべては、枚方の未来のために

昇任試験受験率の推移（H20～24年度）
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「あれもやります、これもやります。」こうした政治が続いた結果、
国は借金１,０００兆円を突破しました。人口が減少し、少子高齢化が
進む今だからこそ、誰かが“改革”の声を上げなければなりません。

※早期発見・治療の促進
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公私立保育園
児童一人あたりの年間経費

（千円）
民間活力の
積極的な活用で
財政を改善

約3倍!!

「学び」を助け
学習に対する
意欲をおこさせる
環境づくり

今回、4年間の活動について報告致しました。政策の中には
実現し、前に進められたものもあります。しかし政策とは
本来、議員個人や会派の力だけで実現できるわけで
はありません。他会派の議員をはじめ、市職員や関
係機関の方々など、多くの人の力が合わさり、実
現しております。ご意見やお声を下さった方々、こ
こまで支えてくださった市民の皆様に大変感謝
をしております。

議員の「実績」とは？


